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Foreground:  海事遺産トレイルの遺跡地図と飛行艇PBMマリーナ

Background: タナパグ環礁のグラマンTBMアヴェンジャー

第二次大戦サイパン戦の海事遺産トレイル



グラマンTBMアヴェンジャー
グラマンTBMはアメリカ海軍及び海兵隊のために開発された雷撃
機であった。旧日本軍による真珠湾攻撃への反応としてアヴェン
ジャー（報復者）のニックネームが与えられた。アメリカの航空機
メーカーであるグラマンとヴォートはアメリカ海軍の雷撃機受注を
巡って争っていたが、グラマンのデザインが軽量かつ速度で優れ
ていた。加えて、折りたたみ翼が、航空母艦で収容スペースをよ
り確保できるということが海軍にとって魅力的であった。1942年に
最初のTBFアヴェンジャーがグラマンの組み立てラインで量産さ
れた。一年後には、生産はジェネラルモーターズに引き継がれ、
グラマンは艦上戦闘機の生産に傾注した。これが当時TBFの表
記からTBMへと制式番号が変わった経緯である。戦時中、何千
機ものTBM アヴェンジャーはジェネラルモーターズによって製造
された。TBMは1942年に配備され、ミッドウェー海戦が初陣ともな
った。最後のTBMアヴェンジャーは1962年にアメリカ軍での役目
を終了した。

アヴェンジャーは操縦士、砲塔射撃手、無線士兼爆撃・腹面射撃
手の3名の乗員によって運用された。武装には前部に30口径機
関銃、50口径機関銃が後部の電気駆動砲塔のすぐ横に備えつ
けられ、30口径手動機関銃が尾翼下の機腹部に備えられた。後
期型のアヴェンジャーは前部機関銃を50口径機関銃として両翼
に収めた。改良された武装は前部の火力を強め機体の操縦性を
高めた。

残る機体を見学する
TBMアヴェンジャーの残存機体は環礁のすぐ内側、北端の船のルート、15 14' 7.82" N, 145 41' 57.82" E (55P 0360319N, 
1684791E) (WGS84）に位置します。水深約2.5-3mに位置し、スキューバダイビングでもシュノーケルでも容易にアクセスが
可能です。機体は上下逆さまで海底に横たわり、主に翼の構造が残っています。エンジン、プロペラ、尾翼などは全て失わ
れていますが、着陸緩衝脚は無傷で飛び出しています。星型エンジン、胴体監視窓の一部、砲塔のリングなど、その他残
骸が機体の周囲に散らばっています。潮が著しく低い時には、着陸脚の一部が水面に出るため、かつてはボートを係留す
るために使用されていました。残念なことに、係留に使われることは着陸脚の一部を損なうことになり、もしこれが中止され
なければ、機体の破損や全壊を招いたかもしれません。どうかこの機体の保全に協力し、機体周囲での停錨は避けてくだ
さい。

機体は周囲の岩礁の一部となり、内部や外部はサンゴ類におおわれています。ナンヨウブダイ（Chlorurus microrhinos）や
ナガニザ（Acanthurus nigrofuscus）が藻をついばんでいるのを見ることができます。少数のセナスジベラ（Thalassoma 
hardwicke）が着陸脚の周囲で小さなエビや小魚を探しています。ルリホシスズメダイ（Plectroglyphidodon lacrymatus）が残
骸の穴に生息しています。幼体に青い虹色の斑点も持つことがこの魚にその名を与えています。

マーティンPBMマリーナ
マーティンPBMマリーナはアメリカ軍の飛行艇であり、太平洋のほぼ全ての作戦に従事、サイパン戦においては旧日本軍
の潜水艦、輸送船、航空機の攻撃に参加。マリーナは重火器を装備し偵察任務にあたったことから「戦う飛行艇」と呼ばれ
た。しばしば、より有名な飛行艇であるカタリナと比較されるが、PBMは戦争中にアメリカによって2番目に多く使用された
航空機であった。

アメリカ海軍はカタリナを偵察爆撃機として開発したが、海岸の基地爆撃と敵戦艦の哨戒と攻撃を目的とした重火器武装
の飛行艇を必要していた。結果として、双発エンジンを持つ航空機がこれらの要件を満たすとして案を募った。試作機1機
を開発するよう発注を受けたマーティン社は、1939年に性能試験のための3/8模型をデザイン、製作した。いくつかの修正
を経て、1941年に最初のPBM-1が供給された。長い使用期間中においては、マリーナは様々な役割を果たした。シェーン
ラインによれば、「PBMマーティン・マリーナはアメリカ海軍によって長距離偵察爆撃機として、哨戒のほかに兵士や物資の
輸送と様々に使用された。」とされる。最も重要な任務のひとつは、操縦士の海上救助と機体の生存者の救出であった。

サイパン戦ではマリーナは探索、偵察、哨戒、救難作戦に使用された。戦闘中、タナパグ環礁の外洋で任務にあたってい
たマリーナは、荒波にさらされ損傷を受けた。日本軍の航空機と見まがうことから、2機がアメリカ軍によって撃墜されるな
ど、悲惨なこともあった。サイパンでのアメリカの勝利によって、マリーナの乗務員は日本軍の飛行艇基地を使用すること
ができた。この基地は外洋で機を運用するのと違い、荒波から機体を保護できた。マリーナは環礁での潜水艦索敵の掃海
任務をサポートし、墜落したB-29 の乗務員の救助などを助けた。

残る機体を見学する
マリーナはタナパグ環礁に位置し、マニャガハ島の南西約600m、15 14’ 10.95”N, 145 43’ 0.64”E (55P 0362194N, 
1684876E) (WGS84）にあります。機体は上下逆さまに水深約7mの海底にあります。興味深いことに、その遺跡の位置は地
元のダイバーによって何年も前から知られていたものの、2009年研究者らによって正確に何であるかが特定されました。
マリーナと特定できた特徴のひとつは上反りの翼、その断面が海底で視認できることでした。残存する機体は広範囲に散
らばり、露わになっている翼が最も確実な特徴です。残骸が散乱していることはマリーナの墜落が激しいものであったこと
を示唆するものの、墜落の原因に関しては文章記録として確認できていません。

航空機の尾翼の一部が主翼後方にあり、尾翼フィンの一つのフレームが保持されています。砲塔のひとつとその基部は尾
翼の横にあり、これも遺跡が何であるのかを特定できた手がかりとなりました。大型の鋼鉄製アンカーと鎖が翼残骸の前
方にありますが、マリーナに関するものかははっきりとしません。操縦席の大部分もまた翼の前方にあり、ギアやレバーと
いった操縦装置がまだ保持されています。考古学者らは、アメリカ軍製の無線や電気系統の機器は1984年以前にまだあ
ったと聞きましたが、これらは持ち去られてしまったようです。

残念なことに、遺跡はボートやダイバーによる見学の影響、アンカーによるダメージや遺物の持ち去りが顕著となっていま
す。特にアンカーは翼の壊れやすいアルミニウムに深刻な被害を与えています。弾薬類やその他小さい遺物はもとの位置
から動かされ、遺跡の周囲に積まれています。これらの遺跡を見学する際には、遺物の移動や持ち去りが法律違反である
というだけで無く、この航空機が人々にもたらす重要な情報も奪い去るのだということを覚えておいてください。

遺跡は様々な魚、無脊椎動物が生息する小規模な岩礁に囲まれています。翼に開いた大きな穴には、隠蔽種に隠れ家を
提供しています。幼体のヨスジフエダイ（Lutjanus kasmira）を露わになった翼のしたに隠れているのをアカマツカサ属         
（Myripristis spp.）とウケグチイットウダイ属（Neoniphon spp.）の魚と一緒に見ることができます。アカマツカサとウケグチイッ
トウダイの比較的大きな目は夜行性であることを示唆し、2種とも夜に翼の下から出て活動し無脊椎動物や小魚をついば
みます。

残る機体を保存する
沈没船、航空機の残骸やその他水中遺産は陸上の史跡と同じように守られます。それらは、かけがえのない資源であり、
船舶や飛行機は毎日のように沈んでいますが、大戦中の航空機や駆潜艇ではありません。これらの遺跡が重要であるの
は、歴史の詳細を語るものであり、戦時下の人間について語るものだからです。沈没船、航空機、その他の乗物を含め、
全ての水中遺跡はCNMI Public Law 3-39のもとで保護されます。この法律は連邦政府が所有または管理する土地や海底
に位置するあらゆる考古学上の遺跡を不法な破壊、発掘、遺物の持ち去りから保護します。連邦の海域にある史跡沈没
船は自然資源同様に保護されているため、次なる世代は遺跡を訪れ、学び、私たちの特殊な水中遺産を享受するかもし
れません。
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わたしはアメリカがサイパンに爆撃を開始した日を覚えています。わたしは他の子供たちとチャラン・キ
ヤの農場で遊んでいました。その後、突然どこからともなく、大きな音を聞きました。飛行機はわたしたち
の上空を飛んで島中に爆弾を落としました。わたしの家族は地面に掘った避難壕に逃れました。

キャロリニアンの老婦、ローザ・タマン・マリティが甥の息子ケイン・カモチャ・カストロに語る。


